
IV．各論 3：完全遠隔手術（Full telesurgery） 

 完全遠隔手術（Full telesurgery）は現地施設に手術を担当できる医師が存在しない状況
で、遠隔施設から遠隔術者が手術支援ロボットを用いて手術操作の全てを行うことを想定
している。したがって、遠隔手術が中断されても現地術者と現地手術スタッフによって手
術が続行される遠隔手術支援（Telesurgical support）とは大きく異なり、実施に際しては
極めて高い確実性および安全性が担保されなくてはならない。 
 加えて、これまで完全遠隔手術と医師法第 20 条（無診察治療等の禁止）との関係性に
ついての解釈が示されていないことから、実施の条件として完全遠隔手術が「オンライン
診療指針」で規定される必要がある。このような法的な問題をはじめとして、技術面、倫
理面などでも多くの課題があることから、現時点では完全遠隔手術の実施は困難である
が、手術支援ロボットや情報通信技術の革新的進歩に伴い、将来的に社会実装が可能とな
ることが期待される。 
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